
視点場A

・自転車道から直接アクセス可能

・利用者を制約しないバリアフリーの場所

視点場B

・歩行者の利用が可能

・乙字ヶ滝上流の水面とほぼ同じ高さ

視点場C

・歩行者の利用が可能

・乙字ヶ滝を見上げるところ（view spot）

乙字ヶ滝かわまちづくりについて③

②乙字ヶ滝公園

①親水護岸

③複合型水辺施設

④管理用通路

自然と歴史の拠点である玉川村乙字ヶ滝地区に、カヌー体験や自然・歴史探勝、散策等のレクリエーショ

ンで立ち寄る機会（楽しみ方）を増やし、利用者同士の交流促進を図る場を玉川村等と連携して整備して

おります。

View 
spot!

・公園の利用者に対して利便性に優れ、心地よい空間を提供

→利用者同士の交流促進につながる

・サイクリング休憩所の整備、レンタル自転車の設置

→サイクリングロード利用者の立ち寄りを促進

・コンテナショップの設置

→飲食や物販の創業者の参画を促進 かわまち交流拠点

（観光案内、飲食、休憩場所等）

管理用通路を軸に公園内の遊歩道として活用

→周遊性・回遊性の向上を図る

カヌー乗降利用

⑤階段工（予定）

・より安全に水辺に近づける環境を整備

・芭蕉の句碑付近から水辺に降りられる階段を設置

→親水性を高める

・乙字ヶ滝の展望や水辺での親水活動を促進

→親水護岸の踊場から乙字ヶ滝を望むビュースポットの創出

～意味～
この五月雨の降り方では、さぞや石河の
滝は水かさに耐えかねて埋まったように
なっていることであろう。

視点場A
視点場B

視点場C 乙字ヶ滝

令和３年度から令和４年度にかけて行った、土地の測量・建物等の調査が完了いたしました。忙しい中での

土地境界の立ち会い、建物等調査への立ち会いにご協力いただいた皆様には感謝申し上げます。

令和５年度の用地スケジュール
主に建物所有者・施設園芸者を対象として補償内容について、個別に伺って説明させて

いただきます。

家屋移転に関する「第２回意向調査」の実施

・個別に移転先を選定する方

詳細な補償内容や移転スケジュールなどについて

協議を進め、ご了解をいただいた所有者の方から

順次、契約手続きを進めさせていただきます。

・集団移転先を希望される方

第２回意向調査をもとに集団移転先を決定します。

その後、国において集団移転先の測量・土地取得・

造成等を行った後に、住宅等の建築となります。

概ね令和８年度頃からの建築開始を見込んでおり、

建築時期を考慮した契約手続きをお願いすること

となります。

令和5年6月

「阿武隈川上流遊水地群整備事業に係る
用地協議(主に宅地)の実施について」

昨年度までの住民説明会においてお知らせしていた用地補償に関する補償内容の説明（主に宅地）を

令和５年７月から順次開始します。

遊水地事業に関して質問やご意見がありましたら、出張所へご相談ください。阿武隈川沿川に住む皆さま

の、安心・安全な暮らしの実現に向け、提案させていただいた治水対策へのご理解とご協力をお願い申し上

げます。

① 用地協議について

７月～９月

１０月以降

１１月以降
～出張所用地担当の紹介～

○第一遊水地（鏡石町）担当

○第二遊水地（玉川村）担当

○第三遊水地（矢吹町）担当

木村

伊藤

田子内

根本

本荘

土門

令和６年度の作付けについて

〇用地契約後も、耕作を継続している農地について

・令和6年度においては一部の地区を除き、工事着手の予定はありま

せん。

・令和５年度に用地契約いただいた土地についても、 引き続き作付

可能です。

（種もみの注文をしていただいてかまいません。）

第15号

※ かわまちづくり とは？
→ 河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指す取り組み

乙
字
橋

※水かさ（みかさ） ： 川の水量

郡山市（約30㎞）
までいけるんだ！

みちのく
サイクリングロード

日本の滝100選に選ば
れた名滝をみてみよう!!

芭蕉
曽良

芭蕉の句碑

五月雨の滝降りうつむ水かさ哉

ばしょう

そら

これからお世話にな
ります。よろしくお願
いします。

皆様から信頼を得ら
れるよう精一杯頑張
ります。

誠心誠意を持って
取り組みます。よろ
しくお願いします。

※「これからの用地協議については、より迅速かつ丁寧な協議を進める

ため、外部委託した補償コンサルタントも含めて、皆様へのご説明を

進めていきます。ご理解をお願い申し上げます。」

②

※一部の工事着手予定箇所については、個別に連絡させていただきます。



④ 阿武隈川の工事状況について ～遊水地事業区間下流の工事状況～

河道掘削事業概要

○河道掘削は、洪水時の水位低減の効果、下流に大きな影響を及ぼさないこと等を考慮

し整備を進めています。

A
掘削してもまた貯まってしまうのでは？

掘削後も河道の状況を定期的に確認し、必要に応じて維持掘削等を行っていきます。

Q

A
どういった場所を選んで掘削をしているのか？

川幅が狭いところや湾曲部の内側を主に掘削しています。

Q

A
阿武隈川緊急治水対策プロジェクトにおける河道掘削の工事進捗状況は？

R４年度末時点において全体計画220万m3（福島県内）の内、約１５０万m3（約7割）が完了してい

ます。R5年度には伊達、福島、郡山地区の掘削が完了する予定です。

Q

東北地方整備局 福島河川国道事務所
阿武隈川上流緊急治水対策出張所

住所 : 福島県須賀川市花岡 ３４－２
電話 : 0248-63-9966 （受付時間｜平日8：30～17：15）

【阿武隈川上流遊水地群整備のお問い合わせ先】

福島河川国道事務所
公式twitter

阿武隈川緊急治水
対策プロジェクトHP

令和元年東日本台風では阿武隈川流域において、既往最大の洪水により堤防が決壊するなど
各地で甚大な被害が発生したことから、国、県、沿川市町村により｢阿武隈川緊急治水対策プロ
ジェクト｣を策定し、ハード・ソフト両面で治水対策を推進しています。

阿武隈川においては、上流遊水地群の整備に合わせ、下流地域においても令和元年東日本台
風と同規模の洪水に対して堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図るため、
堤防の整備や河道掘削を進めております。

今回は、本年度も継続して実施している「河道掘削」の実施状況について、紹介いたします。

工事前 （R2年12月）

完成 （R4年4月）

工事前 （R3年10月）

完成 （R4年10月）

※１

A
掘削した土砂は何に使用するのか？

堤防側帯の整備や、工業団地造成などの公共事業等へ

提供をしております。

Q
※３

水がぶつかる

※１湾曲部 ※１湾曲部

川の内側に土砂が堆積し、河川
の水がスムーズに流れない

堆積した土砂を撤去すると川
の流れがスムーズになります

① 伊達地区 ③ 本宮地区 ④ 郡山地区

⑤河道掘削 （須賀川地区）

②河道掘削 （福島地区）

R5年度完了予定

①河道掘削 （伊達地区）

R5年度完了予定 ③河道掘削 （本宮地区）

R4年度完了
④河道掘削 （郡山地区）

R5年度完了予定

凡 例

浸水範囲 復旧箇所

堤防決壊箇所 改良箇所

河川の一般災の位置

大臣管理区間

⑥河道掘削（遊水地整備区間）

須賀川牡丹園
の向かいにあるよ

河道の土砂を掘ることで、水を流れやすくし、河川の水位を下げる治水対策工事です。

※ 河道掘削とは？

河川

堤防堤防

掘削後の水位掘削前の水位

堤防堤防

河川

掘削
② 福島地区 ⑤ 須賀川地区

河川堤防

宅地
河川

※３堤防側帯

A
河川環境への影響はないのか？

産卵場が確認されるところなどは保全を行い、水際部は緩やかな勾配に

するなど、河川の自然環境に配慮しながら工事を進めていきます。

Q
※２

※２水際部

河川堤防

河川

宅地

工事前 （R2年10月）工事前 （R4年8月）

完成 （R4年4月）完成 （R3年6月）工事中 （R5年1月）

工事前 （R3年7月）


